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③ PMS 導入時の制約構造の考察 




時の 1 つ指標を提案した。 
②については、現場観察・交通量調査・強度試験の調査によって、三者の関連性を考察した。ここで、
PMS は、新設道路建設、道路供用とモニタリング、道路維持管理の 3 因子に、性能影響要因は構造、交













 以上から④の簡便な PMS の提案を行った。 
研究成果の妥当性を検証するために、チマヒ市においてミニフォーラムを 2 回開催し、多くの出席者
から賛同を得た。 
厳しい資源制約下にあるチマヒ市の多くの職員は、「道路状態把握、インベントリ作成、それに基づ
く維持管理、といった予防的対策を実施することは極めて困難である。」という悲観的意識を持ってい
ると思われる。本研究は、道路利用者の満足度に基づく道路指標を簡便に計測する手法を提案し、性能
影響要因を抽出し、同市に即した簡便な PMS を提案した。これら一連の分析・提案は、悲観的意識を
持つチマヒ市、さらには同様の状況にある自治体職員に「資源制約下にある我々でも充分に管理出来る
のだ。」という大きな希望を与えることが期待される。ここに、本研究の社会的意義が存在する。また、
既往研究が殆どない未開領域に挑戦した点にも学術的特色があると言える。 
以上から、本論文は合格と判定された。 
 
２.審査の経過と結果 
（１）平成２８年１月１３日 博士後期課程委員会で学位論文の受理を決定し、5 名がその審査委員と
 して指名された。 
（２）平成２８年２月１２日 公開論文審査発表会及び最終試験を実施した。 
（３）平成２８年２月１７日 博士後期課程委員会で学位授与を可とし、教育研究審議会で承認された。 
